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▼
人
世
、
生
ま
れ
て
何
十

年
も
生
き
て
い
る
と
、
特

徴
的
な
行
動
が
あ
る
と
思

う
。
仕
事
、
食
事
、
睡
眠
、

趣
味
な
ど
、人
に
よ
っ
て
、

あ
る
程
度
は
パ
タ
ー
ン
が

あ
る
と
思
う
。
日
々
の
繰

り
返
し
が
自
然
に
行
わ
れ

て
い
る
か
ら
、
生
活
が
で
き
、
喜
び

や
楽
し
み
を
感
じ
る
の
だ
ろ
う
。
そ

れ
も
健
康
で
あ
れ
ば
だ
が
、
パ
タ
ー

ン
が
狂
っ
て
何
も
で
き
な
い
毎
日

は
、
大
変
つ
ま
ら
な
い
。
そ
れ
も
自

分
が
病
気
に
な
ど
な
る
と
、
思
っ
て

も
い
な
い
事
が
…
。▼
体
調
を
崩
し
、

以
前
か
ら
家
族
に
検
診
を
受
け
る
よ

う
言
わ
れ
て
い
な
が
ら
、
不
精
で
い

た
付
け
が
回
っ
て
き
た
。
検
査
か
ら

入
院
、
退
院
後
は
な
ん
と
な
く
時
間

を
過
ご
し
て
い
る
。
▼
以
前
で
あ
れ

ば
、休
日
を
利
用
し
趣
味
の
釣
り
を
、

春
の
川
釣
り
の
岩
魚
か
ら
始
ま
り
、

マ
イ
ボ
ー
ト
の
海
釣
り
で
は
、キ
ス
、

ア
ジ
、
太
刀
魚
。
秋
に
は
鮭
と
一
年

を
過
ご
す
事
が
、
自
分
流
の
パ
タ
ー

ン
で
あ
っ
た
は
ず
が
、
思
い
も
よ
ら

な
い
年
に
な
っ
て
し
ま
い
、
最
大
の

失
敗
、
そ
し
て
反
省
。
▼
早
期
発

見
、
早
期
治
療
の
た
め
検
診
を
受
け

る
事
、
美
容
組
合
の
総
合
福
祉
共
済

を
利
用
す
る
の
も
良
い
の
で
は
。
来

年
は
自
分
流
の
パ
タ
ー
ン
を
、
取
り

戻
し
た
い
。

�

常
任
理
事（
糸
魚
川
支
部
長
）　

�

山
田　

康
雄

開
催
日
時　

平
成
24
年
10
月
21
日
㈰

　
　
　
　
　

午
後
0
時
30
分

開
催
場
所　

月
岡　

白
玉
の
湯
華
鳳

出
席
理
事　

25
名　

出
席
監
事　

2
名

議　
　

長　

西
野　
　

稔

議
事
録
作
成
理
事　

長
尾　

紀
次

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

開
会
に
先
立
ち
、
保
倉
由
美
子
、
佐
藤

敦
哉
、
品
田
章
雄
以
上
3
名
の
テ
ク
ニ
カ

ル
ト
レ
ー
ナ
ー
に
よ
る
パ
ー
マ
講
習
が
行

わ
れ
た
。

理
事
長
あ
い
さ
つ

報
告
事
項

1
．�

指
導
セ
ン
タ
ー
基
盤
強
化
検
討
会
議

に
つ
い
て

　
　

理
事
長
よ
り
報
告

2
．�

平
成
24
年
度
経
営
特
別
相
談
員
研
修

に
つ
い
て

　
　

事
務
局
よ
り
報
告

3
．�

東
海
北
信
越
理
事
長
会
議
に
つ
い
て

　
　

理
事
長
よ
り
報
告

4
．�

第
5
回
全
国
青
年
部
交
流
会
に
つ
い
て

5
．�

理
容
師
美
容
師
指
導
者
研
修
会
に
つ

い
て

　
　

以
上
教
育
部
長
よ
り
報
告

6
．�

第
97
回
Ｔ
Ｍ
モ
ー
ド
発
表
会
に
つ
い
て

7
．�

全
美
連
理
事
長
・
事
務
局
長
組
織
強

化
研
修
会
に
つ
い
て

8
．�

全
美
連
第
352
回
緊
急
理
事
会
及
び
第

66
回
臨
時
総
会
に
つ
い
て

9
．�

第
40
回
全
日
本
美
容
技
術
選
手
権
大

会
に
つ
い
て　

　
　

以
上
理
事
長
よ
り
報
告

　

議
長
以
上
の
報
告
事
項
に
つ
い
て
諮
っ

た
と
こ
ろ
、
了
承
さ
れ
た
。

議　
　

題

第�

1
号
議
案　

平
成
24
年
度
上
半
期
収
支

決
算
に
つ
い
て

　

�　

経
理
部
長
よ
り
資
料
に
基
づ
き
、
一

般
、
講
習
会
、
事
業
部
、
共
済
会
各
会

計
に
つ
い
て
上
半
期
に
お
け
る
予
算
の

執
行
内
容
が
報
告
さ
れ
た
。
続
い
て
監

事
よ
り
、
10
月
2
日
に
帳
簿
、
預
金
、
現

金
に
至
る
ま
で
監
査
し
た
と
こ
ろ
、内
容

は
適
正
で
あ
っ
た
旨
報
告
が
な
さ
れ
た
。

質　

疑

理�

事
…
組
織
強
化
費
の
備
考
欄
に
用
品
商

懇
談
会
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
来
年

度
以
降
は
取
り
止
め
て
経
費
削
減
を
し

て
頂
き
た
い
。
ま
た
、
全
美
連
の
賦
課

金
値
上
げ
に
便
乗
し
て
県
も
値
上
げ
す

る
事
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

副�

理
事
長
…
用
品
商
か
ら
は
競
技
大
会
を

始
め
、
こ
の
度
の
組
合
員
名
簿
作
成
に

あ
た
っ
て
も
広
告
を
掲
載
し
て
頂
い
た

り
、
数
多
く
協
力
を
頂
い
て
い
る
。
常

任
理
事
会
開
催
と
同
日
に
行
う
事
で
経

費
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
て
お
り
、
年

1
回
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

場
と
し
て
重
要
で
あ
る
事
を
ご
理
解
頂

き
た
い
。

　

議
長
第
1
号
議
案
に
つ
い
て
諮
っ
た
と

こ
ろ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

第
２
号
議
案　

Ｈ
ａ
ｉ
ｒ 

Ｆ
ａ
ｓ
ｈ
ｉ
ｏ
ｎ

　

Ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｅ
ｓ
ｔ 

２
０
１
２
に
つ
い
て

　

教
育
部
長
よ
り
資
料
に
基
づ
き
仮
決
算

並
び
に
反
省
会
に
つ
い
て
の
説
明
並
び
に

報
告
が
さ
れ
た
。

第�

3
号
議
案　

Ｆ
ｕ
ｎ 

ｔ
ｏ 

Ｐ
ｅ
ｒ
ｍ

講
習
会
に
つ
い
て

　

引
き
続
き
教
育
部
長
よ
り
、
全
美
連
よ

り
今
年
度
5
回
開
催
す
る
よ
う
要
請
が
来

て
お
り
、
先
程
受
講
し
た
パ
ー
マ
講
習
を

4
ブ
ロ
ッ
ク
各
1
会
場
で
の
開
催
を
お
願

い
し
た
い
。
計
画
が
決
ま
り
次
第
、日
時
・

会
場
等
ご
連
絡
を
頂
き
た
い
。
講
習
時
間

は
2
〜
2
時
間
半
、
ロ
ッ
ド
の
計
算
式
は

前
の
テ
キ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の

で
、
テ
キ
ス
ト
希
望
者
に
販
売
す
る
。

質　

疑

理�

事
…
競
技
大
会
の
決
算
で
情
報
誌
へ
の

広
告
掲
載
料
が
広
報
活
動
費
と
し
て
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、こ
れ
を
止
め
た
り
、

支
部
で
購
入
し
て
い
る
入
場
券
の
割
当

を
減
ら
す
か
金
額
を
下
げ
、
支
部
の
負

担
を
減
ら
し
て
頂
き
た
い
。
ま
た
割
当

枚
数
の
一
部
購
入
の
支
部
が
あ
る
の
は

い
か
が
な
も
の
か
。

理�

事
長
…
優
勝
・
入
賞
者
を
掲
載
す
る
事

で
、
頑
張
っ
た
ら
雑
誌
や
メ
デ
ィ
ア
に

載
る
と
い
う
夢
を
与
え
る
事
で
出
場
を

促
し
た
い
と
い
う
事
が
本
来
の
目
的
で

あ
る
事
を
ご
理
解
頂
き
た
い
。

副�

理
事
長
…
20
〜
30
代
の
方
々
は
こ
の
種

の
雑
誌
を
新
聞
代
わ
り
に
購
読
し
て
い

る
の
で
効
果
は
あ
る
と
思
う
。

理�

事
長
…
割
高
に
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、広
告
掲
載
の
み
で
は
な
く
、大

会
当
日
の
撮
影
も
お
願
い
し
て
い
る
。

理�

事
…
入
場
券
の
割
当
に
つ
い
て
は
負
担

を
軽
く
し
て
頂
き
た
い
と
い
う
思
い
は

あ
る
が
、
理
美
容
学
校
か
ら
の
共
催
金

が
大
き
く
、
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が

あ
る
事
が
組
合
の
存
在
意
義
で
あ
る
と

思
う
の
で
協
力
し
て
い
き
た
い
。

　

議
長
第
2
号
・
第
3
号
議
案
に
つ
い
て

諮
っ
た
と
こ
ろ
、競
技
大
会
に
つ
い
て
は
入

場
券
割
当
数
・
広
報
活
動
費
等
を
含
め
検

討
す
る
事
と
し
て
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

第
4
号
議
案　

組
織
強
化
活
動
に
つ
い
て

　

組
織
部
長
よ
り
資
料
に
基
づ
き
、
美
容

師
法
違
反
の
実
態
及
び
各
支
部
の
対
応
等

が
説
明
さ
れ
、
業
権
侵
害
の
状
況
を
打
開

で
き
る
よ
う
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
・
時
代
の
変
化
に
沿
っ
た
美
容
師
法
改

正
も
視
野
に
入
れ
て
行
政
に
強
く
訴
え
て

い
く
。
こ
れ
か
ら
常
任
理
事
で
構
成
さ
れ

た
組
織
委
員
会
で
取
り
上
げ
て
い
く
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　

議
長
第
4
号
議
案
に
つ
い
て
諮
っ
た
と

こ
ろ
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

第�

5
号
議
案　

全
美
連
総
合
福
祉
共
済
制

度
並
び
に
休
業
補
償
制
度
に
つ
い
て

　

厚
生
部
長
よ
り
資
料
に
基
づ
き
、
今
年

の
加
入
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
結
果
の
報
告

並
び
に
協
力
の
お
礼
が
述
べ
ら
れ
た
。
引

き
続
き
一
人
で
も
多
く
の
方
が
加
入
す
る

よ
う
ご
尽
力
頂
き
た
い
。
総
合
福
祉
共
済

制
度
・
休
業
補
償
制
度
に
加
入
さ
れ
て
い

た
方
が
ケ
ガ
に
よ
る
給
付
金
を
頂
き
、
非

常
に
喜
ん
で
お
ら
れ
た
。
わ
ず
か
な
掛
金

で
大
き
な
補
償
が
得
ら
れ
る
の
で
、
支
部

組
合
員
に
強
く
勧
め
て
頂
き
た
い
。

　

議
長
第
5
号
議
案
に
つ
い
て
諮
っ
た
と

こ
ろ
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

第
３
回
理
事
会
議
事
録

第�

6
号
議
案　

平
成
25
年
年
間
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
（
案
）
に
つ
い
て

　

総
務
部
長
よ
り
資
料
に
基
づ
き
説
明
・

提
案
が
な
さ
れ
た
。

　

第
6
号
議
案
に
つ
い
て
諮
っ
た
と
こ

ろ
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

第�

7
号
議
案　

Ｈ
ａ
ｉ
ｒ 

Ｆ
ａ
ｓ
ｈ
ｉ
ｏ
ｎ

Ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｅ
ｓ
ｔ 

２
０
１
３
に
つ
い
て

　

教
育
部
長
よ
り
、
来
年
度
は
7
月
29
日

㈪
新
潟
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す

る
旨
提
案
が
な
さ
れ
た
。

　

今
年
度
は
出
場
者
が
非
常
に
少
な
か
っ

た
事
の
反
省
か
ら
、
理
事
長
と
と
も
に
新

潟
は
丸
山
教
育
部
長
、
下
越
は
池
理
事
、

中
越
は
櫻
井
広
報
部
長
、
上
越
は
品
田
理

事
が
各
店
舗
を
回
り
、
150
〜
200
名
の
出
場

者
と
な
る
よ
う
早
い
時
期
か
ら
動
き
出

す
。
出
場
者
を
多
く
出
し
て
頂
け
る
事
が



組
合
本
部
事
務
所
へ
の
各
共
済
に
関
す
る
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

美　容　に　い　が　た （昭和43年 7 月 2 日第三種郵便物認可）　第691号平成 24 年 12 月 20 日 （2）

　年々、加速度を増しながら、さらに“あっという間”に過ぎようとしている2012年、今年の干支は、
壬辰（みずのえたつ）でした。この干支は、女性が活躍する年であったり、選挙が多い年でもあった
り、さらに、古い価値観と新しい価値観の転換の年廻りでもあったのだそうです。
　なるほど、ロンドンオリンピックでの日本女子アスリート達の大活躍は、とても素晴らしいものでし
たし、アメリカ、中国、ロシアをはじめとする世界各国のリーダー達の選挙が沢山あり、さらに追い討
ちを掛けて、日本でもこの年末、衆議院総選挙になってしまいました。確かに当っています。それで
は、最後の“転換の年”はどうだったのでしょうか?それは、スマートフォンやタブレットが主流と
なったことによって、一方的なコミュニケーション手段から、双方向のコミュニケーションに変わって
いき、ここで支配の構造や仕組みが変わってきた事で転換していった、『ソーシャルシフト』がその代
表事例なのだそうです。“マスメディア”から“ソーシャルメディア”へのシフト。つまり一方的な情
報には、嘘や悪意があると感じられ、マスコミの終焉、広告宣伝への不信感が噴出する形で表に現れ、
一方的なコミュニケーションの手段が疑われ、信じられなくなってきたからなのだそうです。偽れない
時代なのかもしれません。
　一方の都合にだけ、作為的に動かそうとすると動かない時代、お互いが良いと感じられることしか動
かない時代に変わっていると感じます。お互いで、問題を解決しながら、全体が良い方向に進むことは
何かを考え、本当のコミュニケーションを重ねた上で、確認しながら物事を進めて行かなければいけな
いと感じます。どんなに厳しい時代でも、懸命な努力、真剣な関わりを前提とした上で、お客様にとっ
ても、働く人にとっても、お互いに良いことは必ずあります。私たち自身、お客様との関わりの中で新
しい価値観に転換させて頂けた一年でもありました。今年も、本当にありがとうございました。
　来年も、どうぞよろしくお願いいたします。

■ 2012年は…

株式会社  野田 三条　0256-32-0974
新潟　025-286-8455

日
本
の
大
切
な
文
化
で
あ
る
着
物
を
着

て
、
街
中
を
散
策
す
る
集
い
。
こ
れ
は

新
潟
県
美
容
講
師
会
が
主
催
す
る
イ
ベ

ン
ト
の
一
つ
で
、
四
回
目
の
今
年
は
11

月
5
日
午
前
に
、
新
潟
市
の
古
町
十
字

路
に
集
合
し
、古
町
七
・
八
番
町
を
通
っ

て
、
西
堀
の
イ
タ
リ
ア
軒
ま
で
歩
き
ま

し
た
。

　

今
年
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
83
名
の
参

加
者
も
和
や
か
な
表
情
で
散
策
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。
通
り
が
か
り
の
方
々

か
ら
も
感
嘆
の
声
が
聞
こ
え
て
、
大
い

に
喜
ん
で
頂
け
た
の
と
同
時
に
、
多
く

の
方
々
に
着
物
の
魅
力
を
知
っ
て
頂
け

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

イ
タ
リ
ア
軒
で
は
「
ふ
ろ
し
き
や
」

の
大
嶋
美
樹
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

ふ
ろ
し
き
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ふ
ろ
し
き
本
来
の
目
的
と
模
様
の
意

味
、
さ
ま
ざ
ま
な
結
び
方
を
す
る
利
用

方
法
な
ど
を
披
露
し
て
頂
き
、
好
評
を

博
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
運
営
委
員
長
の
川
瀬
友
子
さ

ん
か
ら
「
組
合
と
い
う
組
織
だ
か
ら
こ

そ
、
企
画
を
通
し
て
皆
さ
ん
の
気
持
ち

が
一
つ
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
、
会
の

発
展
に
繋
が
る
。」と
力
強
い
挨
拶
が
あ

り
、
出
席
者
全
員
、
大
い
に
力
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。
楽
し
い
有
意
義
な
一
日
に

な
り
ま
し
た
。

�

新
潟
東
支
部　

岩
岬　

圭
子（
会
員
）

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　

紅
葉
が
見
頃
の
秋
晴
れ
の
日
、
新
潟

県
美
容
講
師
会
主
催
の
着
物
の
つ
ど
い

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
83
名
の
参
加
者
が

あ
り
、色
と
り
ど
り
の
着
物
で
登
場
し
た

美
容
師
の
先
生
方
は
、
さ
す
が
に
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
美
し
い
着
物
姿
の

方
ば
か
り
。
色
々
な
組
み
合
わ
せ
や
着

物
の
知
識
を
改
め
て
学
ぶ
事
が
で
き
、

ま
た
自
分
が
着
る
事
で
注
意
点
や
振
る

舞
い
な
ど
改
め
て
考
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。お
客
様
へ
の
着
物
の
ア
ド
バ
イ

ス
と
し
て
参
考
に
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

ふ
ろ
し
き
講
座
で
は
、
真
結
び
と
ひ

と
つ
結
び
を
合
わ
せ
て
の
エ
コ
＆
ト
ー

ト
バ
ッ
ク
。
最
後
は
、リ
ュ
ッ
ク
に
ま
で

ふ
ろ
し
き
が
変
身
し
ま
し
た
。
使
い
道

次
第
で
沢
山
の
お
洒
落
バ
ッ
ク
に
簡
単

に
で
き
ま
し
た
。ふ
ろ
し
き
の
模
様
に
は

色
々
な
顔
が
あ
り
、
歴
史
あ
る
文
様
に

は
意
味
が
あ
る
と
言
う
事
と
、
模
様
を

描
い
た
方
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ

て
い
る
事
を
知
り
ま
し
た
。着
物
の
つ
ど

い
に
参
加
し
大
勢
の
先
生
方
と
楽
し
く

過
ご
せ
、
と
て
も
華
や
か
な
休
日
で
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
着
物
を
着
る
機
会
を

増
や
し
、
お
洒
落
を
楽
し
み
た
い
で
す
。

�

新
発
田
北
蒲
支
部　
　
　
　

�

荒
木
千
代
美（
会
員
）

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　

紅
葉
鮮
や
か
な
晩
秋
の
11
月
5
日

に
、
新
潟
古
町
で
「
着
物
の
つ
ど
い
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
着
物
で
の

参
加
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
着

物
姿
で
歩
く
先
生
方
を
拝
見
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
動
作
は
控
え
目
で
あ
り
な

が
ら
も
、
華
や
か
な
印
象
を
与
え
、
人

の
心
を
引
き
つ
け
て
夢
中
に
さ
せ
て
し

ま
う
こ
と
の
で
き
る
服
装
は
、
着
物
以

外
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
街
行
く
人
か

ら
も
注
目
さ
れ
、
着
物
の
美
し
さ
を
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、会
場
を
イ
タ
リ
ア
軒
に
移
し
、

大
嶋
美
樹
子
先
生
を
お
迎
え
し
て
「
ふ

ろ
し
き
講
座
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
盆

暮
正
月
と
何
げ
な
く
贈
答
品
を
包
む
物

と
し
て
使
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
結
び

に
は
基
本
が
あ
る
と
い
う
こ
と
、
文
様

に
も
意
味
が
あ
り
、
唐
草
＝
ド
ロ
ボ
ー

で
は
な
く
長
寿
・
子
孫
繁
栄
と
知
り
、

自
身
の
知
識
の
な
さ
に
気
付
か
さ
れ
ま

し
た
。
こ
う
し
た
会
に
参
加
す
る
こ
と

で
、
知
識
を
よ
り
深
め
、
し
っ
か
り
と

身
に
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
回
こ
そ
は
、
着
物
で
参
加
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

�

長
岡
支
部　

遠
藤　

正
俊　

新
潟
県
美
容
講
師
会

着
物
の
つ
ど
い
に
参
加
し
て

最
大
の
協
力
で
あ
る
こ
と
を
役
員
の
皆
様

全
員
に
ご
理
解
頂
き
、ご
尽
力
頂
き
た
い
。

　

議
長
第
7
号
議
案
に
つ
い
て
諮
っ
た
と

こ
ろ
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

第�

8
号
議
案　

指
導
セ
ン
タ
ー
生
衛
業
シ

ニ
ア
サ
ー
ビ
ス
推
進
事
業
に
つ
い
て

　

理
事
長
及
び
事
務
局
よ
り
資
料
に
基
づ

き
説
明
が
な
さ
れ
、
高
齢
者
が
整
形
外
科

や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
か
ら
街
な
か
に
出
て
消

費
活
動
を
促
す
為
の
生
衛
業
に
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
と
は
何
か
を
考
え
て
頂
き
た

い
。
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
、
あ
る
い
は
現
在

行
っ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
で
も
構
わ
な
い
の

で
、
今
月
中
に
事
務
局
宛
に
ご
提
案
頂
き

た
い
。

　

議
長
第
8
号
議
案
に
つ
い
て
諮
っ
た
と

こ
ろ
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

第�

9
号
議
案　

そ
の
他

①�

平
成
24
年
度
役
員
給
与
支
給
に
つ
い
て

②�

平
成
24
年
度
地
区
協
議
会
費
支
給
に
つ

い
て

③�

平
成
24
年
度
脱
退
者
に
対
す
る
出
資
金

返
金
に
つ
い
て

　

経
理
部
長
よ
り
①
②
は
本
日
支
給
し

た
、
③
に
つ
い
て
は
期
日
ま
で
に
手
続
方

を
お
願
い
し
た
い
と
の
提
案
が
経
理
部
長

よ
り
な
さ
れ
、
新
規
組
合
員
の
出
資
証
券

は
後
日
事
務
局
よ
り
送
付
し
た
。

　

議
長
以
上
3
件
に
つ
い
て
諮
っ
た
と
こ

ろ
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

④�

平
成
24
年
版
組
合
員
名
簿
広
告
料
の
引

き
下
げ
に
つ
い
て

　

総
務
部
長
よ
り
、
常
任
で
諮
り
競
技
大

会
プ
ロ
グ
ラ
ム
広
告
料
と
同
額
に
引
き
下

げ
た
。

　

議
長
こ
の
件
に
つ
い
て
追
認
と
し
て

諮
っ
た
と
こ
ろ
、異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

⑤�

簡
易
帳
簿
の
斡
旋
に
つ
い
て 

　

事
業
部
長
よ
り
資
料
に
基
づ
き
提
案
が

な
さ
れ
た
。

　

議
長
こ
の
件
に
つ
い
て
諮
っ
た
と
こ

ろ
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

⑥�

組
合
加
入
諾
否
に
つ
い
て

　

総
務
部
長
よ
り
4
月
1
日
〜
9
月
30
日

に
お
い
て
新
規
1
件
、
脱
退
6
件
に
つ
い

て
説
明
が
さ
れ
た
。

　

議
長
こ
の
件
に
つ
い
て
諮
っ
た
と
こ

ろ
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

⑦�

日
通
旅
行
ク
ー
ポ
ン
券
支
部
手
数
料
配

分
金
つ
い
て

　

事
業
部
長
よ
り
資
料
に
基
づ
き
説
明
が

な
さ
れ
、
次
回
4
月
理
事
会
で
1
年
分
を

支
給
す
る
。

　

議
長
こ
の
件
に
つ
い
て
諮
っ
た
と
こ

ろ
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

⑧�

営
業
約
款
新
規
登
録
促
進
に
つ
い
て

　

組
織
部
長
よ
り
資
料
に
基
づ
き
説
明
が

な
さ
れ
、
消
費
者
保
護
の
趣
旨
を
ご
理
解

頂
き
、
営
業
約
款
の
再
登
録･

新
規
登
録

促
進
を
図
っ
て
頂
き
た
い
。

　

議
長
こ
の
件
に
つ
い
て
諮
っ
た
と
こ

ろ
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

⑨�

Ｚ
Ｅ
Ｎ
Ｂ
Ｉ
購
読
促
進
に
つ
い
て

　

事
業
部
長
よ
り
資
料
に
基
づ
き
説
明
が

な
さ
れ
た
。

　

議
長
こ
の
件
に
つ
い
て
諮
っ
た
と
こ

ろ
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

⑩�

そ
の
他

・�

事
務
局
よ
り
、
靴
下
・
衣
料
品
を
扱
う

『
東
京
白
馬
』
が
支
部
長
に
連
絡
後
県

下
を
回
る
。
既
に
数
支
部
で
売
上
が
あ

り
手
数
料
が
入
金
さ
れ
る
。
委
託
販
売

で
あ
り
、
商
品
の
仕
入
は
発
生
し
な

い
。
各
店
舗
で
説
明
を
を
聞
い
た
上
で

ご
判
断
頂
き
た
い
。

・�

理
事
よ
り
、
昨
年
に
引
き
続
き
11
月
26

日
若
手
育
成
セ
ミ
ナ
ー
を
ビ
ッ
グ
ス

ワ
ン
で
開
催
す
る
。
案
内
を
本
日
配
布

し
た
の
で
、
各
支
部
に
お
い
て
郵
送
・

回
覧
等
に
よ
り
参
加
者
募
集
に
協
力

を
お
願
い
し
た
い
。
ま
た
理
事
の
方
々

に
も
参
加
し
て
頂
き
、
Ｆ
ｒ
ｅ
ｓ
ｃ
ｏ

活
動
を
ぜ
ひ
見
て
頂
き
た
い
。

・�

理
事
長
よ
り
、
今
月
初
め
労
働
基
準
局

の
話
で
残
業
・
有
休
を
含
め
た
労
働
時

間
、
改
正
育
児
休
業
法
が
7
月
1
日
か

ら
中
小
企
業
に
も
施
行
さ
れ
、
美
容
室

は
女
性
が
主
の
業
種
で
あ
る
事
か
ら
、

こ
れ
か
ら
美
容
室
を
徹
底
し
て
回
る

方
向
性
が
打
ち
出
さ
れ
、
実
際
に
回
り

始
め
た
と
耳
に
し
て
い
る
。
従
業
員
を

持
つ
店
舗
は
気
を
つ
け
て
頂
き
た
い
。

・�

副
理
事
長
よ
り
、
不
正
防
止
の
た
め
、

決
算
の
際
に
は
預
金
関
係
の
残
高
証

明
書
を
必
ず
発
行
し
て
も
ら
う
事
を

徹
底
し
て
頂
き
た
い
。

・�

事
務
局
よ
り
、
組
合
員
名
簿
作
成
に
あ

た
り
名
簿
の
提
出
を
お
願
い
し
た
が
、

名
義
・
住
所
変
更
届
が
必
要
な
方
が
お

ら
れ
る
。
特
に
名
義
変
更
は
後
に
ト
ラ

ブ
ル
が
起
き
な
い
よ
う
説
明
・
確
認
を

し
た
上
で
お
願
い
し
た
い
。
引
き
続
き

副
理
事
長
よ
り
、
名
簿
の
記
載
内
容
の

間
違
い
が
な
い
よ
う
支
部
長
責
任
に

お
い
て
、
十
分
ご
確
認
を
再
度
お
願
い

す
る
。

　

議
長
以
上
の
件
に
つ
い
て
諮
っ
た
と
こ

ろ
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

　

以
上
で
全
議
案
終
了　

午
後
4
時

組合員の皆様へ

全美連　賦課金についての対応
　 9月28日開催の全美連緊急理事会での主となった議題は、以前から話題になって
いた全美連の賦課金値上げの件でした。私が全美連に赴くようになり初めて公の場
で話が出ました。本来は、年度毎の収入の範囲内で運営していくことが健全な姿です。
経費の削減と見直しやこれからの具体策が何も示されず、また、組合員数を最低限
現状維持させるという意志すらも感じることが出来なかったので、その場で反対で
ある旨の意見を述べさせて頂きました。全体の雰囲気としては、反対すること自体
がおかしく、値上げをすることが前向きな行動に繋がるかの雰囲気があふれていま
した。来年 5月開催される全美連総会において値上げ案を議題に上程するか諮った
ところ、賛成多数により可決してしまいました。動きの早い県は、既に県の総代会
で値上げを決定済みの所もいくつかあり、これを覆すのは難しいなと感じました。

　その後、賦課金値上げの案に対し、納得出来る説明がなく理解出来ぬということで、
全美連吉井理事長に対し、いくつかの質問事項を投げかけ回答を求めましたところ、
10月21日の県理事会の際に西井副理事長を派遣して頂き、全美連としての考えをう
かがい、理事の皆さんと質疑応答をする機会がありました。

　全国的には、既に既定路線となり、他県では組合費値上げを断行しようとしてい
るようですが、今後も可能な限り意見を述べていこうと思います。しかしながら組
織としての活動である以上、来春の全美連総会で決定された場合には、不本意なが
らも従わざるを得ない面もあります。但し、新潟県としては、この経済が低迷して
いる現状を考えますと、単純な値上げには踏み切るわけにはいかず、平成25年度の
賦課金については、従来通りとして、その差額については県本部が努力をした上で
捻出致します。

　引き続き、県本部において様々な各種事
業、経費の見直しを組合改革とともに押し
進めていきますが、その結果として、各支
部に賦課金の値上げをお願いしたとして
も、負担感を和らげることが出来るように
と考えておりますので、ご理解、ご協力の
程、宜しくお願い申し上げます。
� 理事長　竹内　　聖二　



組
合
本
部
事
務
所
へ
の
各
共
済
に
関
す
る
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

（昭和43年 7 月 2 日第三種郵便物認可）　第691号美　容　に　い　が　た平成 24 年 12 月 20 日（3）
　

今
年
の
若
手
育
成
セ
ミ
ナ
ー
は
、
昨

年
に
引
き
続
き
、
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｘ
下
北
沢
Ｅ

店
、
店
長
の
土
屋
サ
ト
ル
先
生
が
講
師

を
務
め
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
お
話
だ
け
で
な
く
20
代
、

40
代
の
モ
デ
ル
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
＆

カ
ッ
ト
の
実
践
も
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。
と
て
も
丁
寧
な
接
し
方
に
、
モ
デ

ル
を
引
き
受
け
て
く
れ
た
方
も
、
感
激

し
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
下
準
備
か
ら
参
加
す
る
こ
と

が
出
来
て
、
貴
重
な
お
話
を
聞
く
事
が

出
来
ま
し
た
。「
パ
ー
マ
液
な
ど
種
類
が

多
く
て
難
し
い
…
」
と
聞
く
と
「
Ｍ
Ｉ

Ｎ
Ｘ
で
は
ケ
ミ
カ
ル
部
が
あ
り
、
そ
れ

も
ス
タ
ッ
フ
の
良
さ
を
伸
ば
す
為
に
作

ら
れ
た
」
と
の
事
で
、
凄
い
な
と
思
い

ま
し
た
。

　

現
在
、
Ｂ
Ｓ
放
送
の
「
Ｇ
ｏ
ｄ　

Ｈ

ａ
ｎ
ｄ
」
に
出
演
さ
れ
て
い
る
岡
村
先

生
も
、
収
録
前
に
は
、
か
な
り
練
習
さ

れ
る
と
か
…
。

　

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｘ
の
理
念
「
お
客
様
の
文
化

に
な
れ
！
」
と
い
う
言
葉
や
、
好
き
な

言
葉
の
「
成
功
の
反
対
は
失
敗
で
は
な

く
、
挑
戦
し
な
い
事
だ
」
ｂ
ｙ
な
で
し

こ
ジ
ャ
パ
ン
監
督
な
ど
の
言
葉
、
心
に

残
り
ま
し
た
。

�

見
附
支
部　

Ｎ
・
Ｏ　

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　

昨
年
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
若
手

育
成
セ
ミ
ナ
ー
に
今
年
も
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
前
回
お
話
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
い
た
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｘ
の
土
屋
サ

ト
ル
さ
ん
が
、
今
回
は
「
サ
ロ
ン
ワ
ー

ク
を
実
践
す
る
」と
い
う
こ
と
で
、カ
ッ

ト
技
術
な
ど
も
是
非
見
た
い
と
思
い
参

加
し
ま
し
た
。

　

土
屋
さ
ん
の
セ
ミ
ナ
ー
は
刺
激
を
受

け
る
内
容
が
多
く
と
て
も
勉
強
に
な
り

ま
す
。
そ
し
て
話
し
方
が
穏
や
か
で
物

腰
の
柔
ら
か
さ
が
印
象
的
で
、
そ
こ
に

人
を
引
き
付
け
る
力
が
あ
る
の
だ
な
と

思
い
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
2
人
の
美
容
師
の
モ
デ

ル
さ
ん
を
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
か
ら
ス
タ

イ
リ
ン
グ
ま
で
や
る
と
い
う
内
容
で
し

た
。
ス
ラ
イ
ス
の
と
り
方
、
ハ
サ
ミ
の

開
閉
の
ス
ピ
ー
ド
、
一
つ
一
つ
丁
寧
な

の
に
早
い
。
2
人
と
も
バ
ッ
サ
リ
切
っ

た
わ
け
で
は
な
い
の
に
仕
上
が
り
は
素

晴
ら
し
く
、
モ
デ
ル
さ
ん
に
と
て
も
似

合
っ
て
い
ま
し
た
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

は
長
く
て
も
5
分
く
ら
い
、
カ
ッ
ト
は

10
分
で
お
客
様
と
話
は
ほ
と
ん
ど
し
な

い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
10
分
と
い
う

短
い
時
間
な
の
に
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で

の
技
術
の
こ
だ
わ
り
や
気
配
り
は
素
晴

ら
し
か
っ
た
で
す
。

　

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｘ
の
本
は
何
冊
か
読
ん
で
い

る
の
で
す
が
、
お
店
の
方
針
や
接
客
や

技
術
な
ど
の
教
育
は
徹
底
さ
れ
て
い

て
、
そ
れ
が
ス
タ
ッ
フ
に
も
伝
わ
っ
て

い
る
か
ら
こ
れ
だ
け
の
大
き
な
組
織
が

出
来
て
い
る
の
だ
な
と
い
う
こ
と
を
、

と
て
も
実
感
し
ま
し
た
。

　

土
屋
さ
ん
の
言
葉
、「
当
た
り
前
の
こ

と
が
出
来
て
0
点
」
を
心
が
け
て
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

柏
崎
支
部　

Ｔ
・
Ｔ
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若
手
育
成
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て

　全国11地区に分かれ217校の理・美容
師養成施設の学生が参加した予選を勝
ち抜いた学生521名が出場した標記の
大会が11月18日㈰、（社）日本理容美容
教育センター主催により千葉ポートア
リーナ（千葉市）で開催されました。
　新潟理容美容専門学校からは理容科
7名、美容科 6名の学生が競技に参加
し、ヘアデザイン画 2点が出品されま
した。他に新潟県からはヘアデザイン
画の中学・高校生の部に 1点の出品がありました。当校から13名もの学生が全
国大会の競技に出場者できましたのは、学生を懇切丁寧に指導して下さった理・
美容業界の先生方のお蔭と深く感謝申し上げます。
　午前10時50分競技開始のミディアムカット（理）からカット（美）、ネイルアー
ト（理・美）、チャレンジアートヘア（理）、アップスタイル（美）午後 3時40
分終了のワインディング（理・美）まで、 1日中広い会場が出場選手の熱気で
包まれました。競技終了後のアトラクションはREG－STYLEによるアクロバ
ティックなダブルダッチのパフォーマンスの後、人気モデル・タレントの益若
つばささんによるトークショーが行われ、学生からの質問の数々に答えてもら
いました。
　当校は銀賞（第 2位） 2名をはじめ競技出場13
名中 5名が入賞することができました。この大会
のための半年に及ぶ朝夕の練習は学生達には大き
な財産になったことと思います。以上、報告いた
します。

◎出場者数及び入賞者数
【理容部門】
　ミディアムカット　 2名
　ネイルアート　 2名　銀賞 1名・優秀賞 1名
　チャレンジアートヘア　 2名
　ワインディング　 1名

【美容部門】
　ネイルアート　 3名　銀賞 1名
　アップスタイル　 2名　優秀賞 2名
　ワインディング　 1名

新潟理容美容専門学校
　　　　　　五十嵐　幸　雄

「第 4回全国理容美容学生技術大会」結果報告

�

糸
魚
川
支
部
　
山
田
　
康
雄
　

　

こ
の
度
、
新
潟

県
美
容
業
生
活
衛

生
同
業
組
合
の
推

薦
に
よ
り
、
厚
生

労
働
大
臣
表
彰
を

頂
き
、
大
変
身
に

余
る
光
栄
と
共
に
恐
縮
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
も
美
容
組
合
と
い
う
組
織
の
中
で
、

業
界
の
皆
様
方
か
ら
長
年
に
亘
り
御
指
導

を
頂
き
、
自
分
流
で
お
手
伝
い
し
て
き
た

事
が
、
役
立
て
た
か
は
疑
問
で
す
が
、
理

事
長
様
は
じ
め
理
事
の
皆
様
方
の
温
か
い

ご
厚
意
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
叱
咤
激

励
、
一
人
一
人
の
協
力
で
支
え
て
く
れ
た
、

上
越
の
役
員
様
、
支
部
組
合
員
の
皆
様
の

お
か
げ
で
す
。
自
分
一
人
で
は
、
こ
の
よ

う
な
賞
を
頂
く
事
が
出
来
な
い
と
こ
ろ
、

皆
様
方
か
ら
の
お
力
添
え
を
頂
き
、
本
当

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
、
新
潟
県
美
容
組
合
が
発
展
し
て

い
く
事
を
願
い
な
が
ら
、
お
礼
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
　

�

受
賞
の
ご
挨
拶



美　容　に　い　が　た （昭和43年 7 月 2 日第三種郵便物認可）　第691号平成 24 年 12 月 20 日 （4）

組
合
だ
よ
り

償 還 期 限 基準利率 特別利率A 特別利率C 特別利率F 償 還 期 限 基準利率 特別利率A 特別利率C

5年以内

2.40 2.00 1.50

1.75

12年超 13年以内 2.80 2.40 1.90

5年超　6年以内 13年超 14年以内 2.90 2.50 2.00

6年超　7年以内 14年超 15年以内 3.00 2.60 2.10

7年超　8年以内 2.50 2.10 1.60 15年超 16年以内
3.10 2.70 2.20

8年超　9年以内
2.60 2.20 1.70

16年超 17年以内

9年超  10年以内 17年超 18年以内 3.20 2.80 2.30

10年超 11年以内 2.70 2.30 1.80 18年超 19年以内
3.30 2.90 2.40

11年超 12年以内 2.80 2.40 1.90 19年超 20年以内

区 分 適用施設設備等

基 準 利 率 設備資金（非組合員に適用）運転資金（返済期間：7 年以内）

特別利率A 振興事業運転資金（標準営業約款登録営業者） 特別利率C 振興事業設備資金（組合員に適用）

特別利率F
生活衛生関係営業経営改善資金特別貸付（無担保・無保証融資）
設備資金（返済期間：10年以内　据置期間：２年以内）
運転資金（返済期間：７年以内　据置期間：１年以内）

生活衛生資金貸付利率一覧表 （適用日：平成24年12月12日、年利：％）

一定の会計書類を備え、「振興事業に係る事業計画書」を策定し、組合の確認を受けた場合、利率が引下ります。
　ア．設備資金：特別利率Ｃ→特別利率Ｃ− 0.15％　　イ．運転資金：基準利率→基準利率　− 0.15％

「一定の会計書類」とは…（1）原則、税務署の収受印のある「青色申告書」
（2）白色申告者の場合は「白色申告書」　（3）決算実績がない営業者又は開業予定者は「創業計画書」

【設備資金貸付利率特例制度】が１年間延長されました。
　設備資金貸付の金利について、当初２年間0.5％低減されます。

 1月21日㈪	 レベルアップセミナー（国家試験対策）� 長岡会場
　　28日㈪	 レベルアップセミナー（国家試験対策）� 長岡会場

給付項目 件数 給付金額（円）
1. 火災見舞金 0 0
2. 災害見舞金 0 0
3. 死亡弔慰金 0 0
4. 配偶者死亡弔慰金 0 0
5. 傷病見舞金（7日以上入院） 0 0
6. 慰労金 0 0
7. 退職慰労金 0 0

計 0 0

●共済会　給付金
　　（請求期限：事由発生から6ヶ月以内）

※総合福祉共済の特別給付金の支払い迄には、
1ヶ月〜1ヶ月半かかります。ご了承ください。

給付項目 件数 給付金額（円）
1. 配偶者死亡弔慰金 0 0
2. 子供死亡弔慰金 0 0
3. 入院療養見舞金 3 120,000
4. 長寿祝金 0 0
5. 結婚祝金 0 0
6. 第1子誕生祝金 0 0
7. 子供誕生祝金 1 20,000
8. 銀婚祝金（入籍後25年） 1 20,000
9. 金婚祝金（入籍後50年） 0 0
10. 古希祝金（満70歳） 0 0
11. 還暦祝金（満60歳） 2 20,000
12. 人間ドック補助金 18 173,380

計 25 353,380

平成24年度　各種給付状況（11月） ●全美連総合福祉共済　特別給付金
　　（請求期限：事由発生から1年以内）

ZENBIは全美連（厚生労働大臣認可）の
オフィシャルマガジンです
○サロンの経営講座を判りやすく解説
○世界各地より発信の海外ヘア情報
○連合会の各種事業や組織活動
○各県の行事、事業の紹介　○美容師試験、最新情報
　年間購読料　￥3,570（送料・消費税込み）

お申込みは　組合事務局へ　025-223-0991サロンに1冊

‥‥‥‥　共済・保険の請求先のご案内　‥‥‥‥
①共済会給付金申請（請求期限は事由発生から 6ヶ月以内）
　　支部長へご連絡下さい
②総合福祉共済給付金申請（請求期限は事由発生から 1年以内）
　　総合福祉共済ご加入者の方は組合へご連絡下さい
③賠償責任保険請求　支部長へご連絡下さい

※組合事務局年末年始休暇のお知らせ
12月29日㈯〜 1月 3日㈭まで業務を休止させて頂きますので
よろしくお願い致します。
尚、新年は 1月 4日㈮から通常業務となります。

今年も一年間、新聞編集にご協力いただきありがとうございました。
来年も皆様のお便りをお待ちしております。
皆様、どうぞよいお年を !!

〜組合員の皆様へ〜

≪組合を脱退に関する手続・注意事項について≫
定款（第11条、第60条、第68条）に基づき手続きをしますので、必ず下記事項をご確認下さい

1 ．�組合員は、（ 1）組合員たる資格の喪失　（ 2）死亡又は解散　（ 3）除名　の事由によっ
て脱退する。（ 1）（ 2）の事由の場合、遅滞なく届け出ること。

2 ．�廃業の場合、保健所へ届け出た『廃業届のコピー』を添付の上、各支部備え付けの『脱
退届』に必要事項を記入の上、各支部長へ提出すること。脱退した日の翌月以降の組合
費は徴収しない。

　　�『廃業届のコピー』が添付されない場合の『脱退届』の提出は廃業による脱退とは認め
ない。下の 3 .自己都合による脱退とする。

3 ．�自己都合による脱退（自由脱退）の場合は、各支部備え付けの『脱退届』に必要事項を
記入の上、各支部長へ提出し、届出を行った日の事業年度の末日（ 3月31日）において
脱退ができるが、『脱退届』が事業年度末日の60日前（ 1月30日、うるう年の場合は 1
月31日）までに、組合本部事務局に到着しなければならない。

　　�それ以降から 3月31日の間の自己都合による脱退は、受け付けない。
　　�各支部長経由で提出されることを考慮し、各支部の提出〆切を各自確認のこと。
　　�年度の途中で『脱退届』を提出しても、原則として 3月31日までは組合員であるので、

3月末までの組合費等、負担すべき費用を支払うこと。
4 ．�組合を脱退する場合は、組合の『脱退届』だけでなく、共済会等についても同時に提出
すること。

《参考》新潟県美容業生活衛生同業組合定款（抜粋）
（脱　退）
第11条　組合員は次の事由によって脱退する。
（ 1）　組合員たる資格の喪失
（ 2）　死亡又は解散
（ 3）　除名
2　�組合員に前項第 1号及び第 2号の事由があったときは、遅滞なく届け出るものとする。
3　�組合員は第 1項各号に定める事由によることなく自由脱退しようとする場合は、こ
の組合に予告し、その予告を行った日の属する事業年度の末日において脱退するこ
とができる。

4　�前項の予告は、当該事業年度の末日の60日前までに脱退の旨を記載した書面でしな
ければならない。

（事業年度）
第�60条　この組合の事業年度は、毎年 4月 1日に始まり、翌年 3月31日に終わる。
（延滞金）
第�68条　この組合は、組合員が過怠金、組合費、使用料、手数料、払い込むべき出資金、
その他この組合に対する債務を履行しないときは、履行の期限の到来した日の翌日か
ら履行の日まで年10.95%の割合で延滞金を徴収することができる。

品　名 価　格
全美連発行
白色帳簿 530円

全美連発行
青色帳簿 840円

美容業の簡易帳簿斡旋中！！
組合事業部では、例年の通り簡易帳簿を斡旋しています。
購入ご希望の方は、お早めに各支部長、事業部長へお
申込み下さい。

広報部より


